
  高等学校数学科（ 数学Ⅰ ） 「命題と集合」 

実社会や日常生活との関わりを見いだせる課題設定の工夫 

 数学的活動としてとらえる問題発見・解決の過程は，主として日常生活や社会の事象などに関わる過

程と，数学の事象に関わる過程の２つと考えることができます。しかし，実際の高校数学の授業におい

ては，教科書を中心とした数学の事象に関わる過程で授業を進めることが多く，日常生活や社会の事象

などに関わる数学の有用性の認識を高めるような題材が扱われることはあまり多くありません。また，

「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」及び「数学Ⅲ」には課題学習が設定されており，高等学校学習指導要領（平成30

年告示）解説数学編理数編では「内容を生活と関連付けたり発展させたりするなどした課題を設け，生

徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする」と規定されています。そこで，単元の終末において，日常生活や社会の事象を取り入れ

た発展的な課題を提示することにより，生徒が単元で学んだことを活用し，主体的に学習に取り組むこ

とができるようにするとともに，数学のよさを認識させることを目指した授業実践です。 

 

 

・日常生活や社会の事象を取り入れた課題を提示することで，課題への興味・関心を高め，

主体的に課題に取り組むことができます。 

・課題を解決し，クラス全体で共有することで，単元の学習を振り返り，深い学びにつな

げることができます。 

日常生活や社会の事象を取り入れた課題の提示 

日常生活や社会の事象を取り入れた課題学習 


